
氷
室
神
社
（
天
理
市
）

莢莢

莢莢

今
年
は
何
㌔
？

夏
の
風
物
詩

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
天
理
市
福
住
町
１
８
４
１

（
祭
神
）
闘
鶏
稲
置
大
山
主
命
、
大
鷦

鷯
命
、
額
田
大
中
彦
命
、

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
天
理
駅
か
ら
奈
良

交
通
バ
ス
で
「
国
道
福
住
バ
ス

停
」
下
車
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
３
・

・
２
９
７
１

氷
室
神
社
(
天
理
市
)
は
氷

の
神
さ
ま
を
祭
る
珍
し
い
神

社
と
し
て
、
親
し
ま
れ
て
お

り
、
鬱
蒼
と
し
た
木
立
に
覆

わ
れ
夏
で
も
ヒ
ン
ヤ
リ
と
す

る
よ
う
な
杜
に
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
他
の
氷
室
神
社
と
区

別
し
て
都
祁
氷
室
神
社
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
日
本
書
紀
」に
よ
る
と
、

仁
徳
天
皇
の
異
母
兄
弟
の
額

田
大
中
彦
皇
子
が
こ
の
地

に
来
た
時
、
小
屋
の
よ
う
な

も
の
を
見
つ
け
、
そ
れ
が
氷

室
で
あ
り
、冬
に
氷
を
納
め
、

夏
に
取
り
出
し
て
酒
に
浸
し

て
飲
む
と
お
い
し
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
そ
の

氷
を
持
ち
帰
り
、
天
皇
に
献

上
す
る
と
大
変
喜
ば
れ
、
以

後
毎
年
献
上
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
４
１
４
（
允
恭
天

皇
３
）
年
、
氷
室
神
社
が
創

建
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

現
在
も
社
殿
後
方
の
室
山

に
は
、
献
上
す
る
氷
を
作
っ

た
と
い
う
池
の
跡
と
そ
れ
を

保
管
し
た
氷
室
の
遺
構
と
伝

わ
る
大
き
な
窪
み
が
二
十
数

か
所
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
１
９
９
８
年
に
地

元
有
志
が
復
元
し
た
茅
葺
の

氷
室
に
毎
年
２
月
、
約
３
㌧

の
氷
を
搬
入
し
、
７
月
に
溶

け
ず
に
残
っ
た
氷
の
重
さ
を

計
る
イ
ベ
ン
ト
「
福
住
氷
ま

つ
り
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
重
さ
は
平
均
７
４
４
・

４
㌔
（

・
８
％
）
で
２
０

０
０
年
と

年
の
２
・
１
㌧

が
最
高
で
、
最
低
は

年
の

・
６
㌔
で
し
た
。
近
年
は

残
量
が
減
少
し
て
お
り
、

年
は
２
４
３
㌔
し
か
残
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
理
事

柏
尾
信
尚
）

氷
室
神
社
の
拝
殿
‖
天
理
市
で
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